
松
江
市
議
会
６
月
定
例
会
が

11
日
に
開
会
し
ま
し
た
。
総
額

７
億
６
１
９
８
万
円
の
２
０
２

４
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
案

や
、
条
例
改
正
案
な
ど
、
37
議

案
が
提
案
さ
れ
て
い
ま
す
。

主
な
議
案
の
内
容
は

補
正
予
算
の
主
な
も
の
は
、

▽
市
総
合
体
育
館
の
ア
リ
ー
ナ

改
修
工
事
に
伴
う
実
施
設
計
費

１
億
３
３
１
０
万
円
、
▽
高
齢

者
な
ど
を
対
象
と
し
た
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
定
期

接
種
費
３
億
６
６
４
６
万
円
、

▽
台
湾
と
の
交
流
促
進
人
件
費

５
５
０
万
円
、
▽
堀
川
美
化
電

動
作
業
船
購
入
費
２
４
６
万
円

な
ど
で
す
。
今
回
の
補
正
予
算

を
加
え
て
、
今
年
度
の
一
般
会

計
は
、
総
額
１
０
８
３
億
１
７

４
９
万
円
と
な
り
ま
す
。

主
な
条
例
改
正
案
と
し
て
、

▽
採
用
が
困
難
な
土
木
技
術
員

や
上
下
水
道
局
な
ど
企
業
局
職

員
に
初
任
給
調
整
手
当
を
支
給

で
き
る
よ
う
に
す
る
条
例
の
改

正
、
▽
満
３
歳
児
の
保
育
士
配

置
基
準
を
20
対
１
か
ら
15
対
１

に
、
満
４
歳
以
上
児
の
保
育
士

配
置
基
準
を
30
対
１
か
ら
25
対

１
に
改
正
す
る
も
の
、
▽
一
部

の
児
童
ク
ラ
ブ
の
指
定
管
理
者

を
公
募
（
民
間
法
人
を
想
定
）

す
る
た
め
の
条
例
改
正
、
▽
福

祉
医
療
費
助
成
に
係
わ
り
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
利
用
を

広
げ
る
た
め
の
改
正
な
ど
。

契
約
案
件
と
し
て
▽
松
江
市

行
政
防
災
無
線
更
新
工
事
請
負

契
約
２
億
８
８
７
５
万
円
、
▽

市
総
合
体
育
館
改
修
整
備
管
理

業
務
契
約
33
億
２
７
０
６
万
円
、

▽
高
機
能
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー

整
備
工
事
７
億
１
０
６
０
万
円
、

▽
揖
屋
小
校
舎
長
寿
命
化
改
良

工
事
９
億
３
３
９
０
万
円
、
▽

同
電
気
工
事
１
億
６
５
０
０
万

円
、
▽
旧
東
出
雲
公
民
館
解
体

工
事
１
億
６
７
１
７
万
円
、
▽

小
型
消
防
ポ
ン
プ
付
軽
自
動
車

５
台
更
新
３
４
１
０
万
円
、
▽

災
害
対
応
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車

１
台
更
新
５
４
４
５
万
円
、
▽

加
賀
潜
戸
観
光
船
一
隻
更
新
３

８
５
０
万
円
な
ど
。

松
江
市
議
団
の
一
般
質
問
は

会
期
は
７
月
３
日
ま
で
の
23

日
間
で
、
一
般
質
問
は
６
月
17

日
か
ら
19
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
松
江
市
議
団
の

質
問
項
目
は
下
記
の
通
り
で
す
。

た
ち
ば
な
ふ
み
市
議
は
18
日

に
一
問
一
答
方
式
で
、
①
地
方

自
治
法
改
正
、
②
原
発
は
動
か

さ
な
い
、
③
命
守
る
猛
暑
対
策
、

④
子
ど
も
を
取
り
巻
く
環
境
に

つ
い
て
、
⑤
中
海
周
遊
サ
イ
ク

リ
ン
グ
安
全
に
、
の
５
項
目
を

問
い
ま
し
た
。

舟
木
け
ん
じ
市
議
は
、
19
日

に
、
①
誰
も
が
安
心
し
て
病
院

に
か
か
れ
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て
質
問
し
ま
し
た
。

（
裏
面
に
詳
報
、
次
号
も
続
く
）
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松
江
市
議
会
６
月
定
例
会
始
ま
る

21
日
、
日
本
共
産
党
の
尾
村

利
成
県
議
、
村
穂
江
利
子
県
副

委
員
長
、
橘
ふ
み
市
議
ら
は
、

中
国
ブ
ロ
ッ
ク
い
っ
せ
い
宣
伝

で
松
江
市
内
の
商
店
街
前
で
演

説
し
ま
し
た
。

尾
村
氏
は
、
岸
田
政
権
が
強
行

し
た
政
治
資
金
規
正
法
の
改
悪

は
「
肝
心
要
の
企
業
・
団
体
献

金
の
禁
止
、
裏
金
の
原
資
と
な
っ

た
企
業
・
団
体
に
よ
る
パ
ー
テ
ィ
ー

券
購
入
禁
止
が
抜
け
落
ち
て
い

る
」
と
指
摘
。
共
産
党
は
「
企

業
・
団
体
献
金
全
面
禁
止
法
案
」

と
「
政
党
助
成
法
廃
止
法
案
」

を
参
院
に
提
出
し
て
い
る
こ
と

を
紹
介
し
、
引
き
続
き
、
金
権

腐
敗
政
治
の
一
掃
へ
全
力
を
尽

く
す
と
力
を
込
め
ま
し
た
。

村
穂
氏
は
、
人
間
を
大
切
に

す
る
働
き
方
へ
の
改
革
、
暮
ら

し
を
支
え
格
差
を
た
だ
す
税
・

財
政
改
革
な
ど
党
の
「
経
済
再

生
プ
ラ
ン
」
を
紹
介
、
た
ち
ば

な
市
議
は
、
島
根
町
な
ど
半
島

部
で
は
石
川
地
震
以
降
、
い
っ

そ
う
避
難
に
不
安
を
抱
え
て
い

る
と
紹
介
。
実
効
あ
る
避
難
計

画
は
な
い
、
市
民
の
命
守
る
た

め
島
根
原
発
２
号
機
再
稼
働
ス

ト
ッ
プ
を
と
訴
え
ま
し
た
。

国
会
閉
会

裏
金
政
治
一
掃
で
新
し
い
政
治
を

日
本
共
産
党
が
各
地
で
ま
ち
か
ど
宣
伝

未
来
社
会
は
「
『
人
間
の

自
由
』
が
あ
ら
ゆ
る
意
味
で

豊
か
に
保
障
さ
れ
開
花
す
る

社
会
」
「
『
人
間
の
自
由
』

こ
そ
社
会
主
義
・
共
産
主
義

の
目
的
で
あ
り
、
最
大
の
特

質
で
あ
る
」
（
決
議
４
章
）

と
特
徴
づ
け
た
第
２
９
回
党

大
会
決
定
の
魅
力
が
多
く
の

方
の
共
感
を
呼
ん
で
い
ま
す
。

日
本
民
主
青
年
同
盟
が
４

月
に
志
位
和
夫
議
長
を
講
師

に
迎
え
て
社
会
主
義
・
共
産

主
義
に
つ
い
て
の
学
生
か
ら

の
疑
問
に
志
位

議
長
が
答
え
る

学
生
オ
ン
ラ
イ

ン
ゼ
ミ
を
行
い

ま
し
た
。
こ
の
講
演
で
は

「
人
間
の
自
由
」
を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
資
本
主
義
の
矛
盾
や
限

界
と
と
も
に
、
社
会
主
義
・

共
産
主
義
の
展
望
を
、
「
利

潤
第
一
主
義
」
か
ら
の
自
由
、

人
間
の
自
由
で
全
面
的
な
発

展
、
発
達
し
た
資
本
主
義
国

の
巨
大
な
可
能
性
か
ら
答
え

る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
講
演
が
一
冊
の
ブ
ッ
ク

レ
ッ
ト
に
な
り
ま
し
た
。

「
自
由
に
処
分
で
き
る
時
間

こ
そ
真
の
富
」
と
の
マ
ル
ク

ス
の
言
葉
も
紹
介
し
て
い
ま

す
。
貧
富
の
格
差
、
気
候
危

機
を
産
ん
だ
資
本
主
義
は
本

当
に
「
自
由
」
な
の
か
、
共

産
主
義
と
自
由
は
相
容
れ
な

い
の
か
、
「
人
間
の
自
由
」

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
や
さ
し
い

言
葉
で
ス
ケ
ー
ル
豊
か
に
語

る
知
的
刺
激
に
満
ち
た
一
冊

で
す
。
講
演
も
ぜ
ひ
ご
ら
ん

く
だ
さ
い
。

７月12日発売
税込900円
予約受付中

松江市議会本会議場の様子

訴える村穂副委員長、尾村県議、たちばな市議ら

Ｑ
＆
Ａ
共
産
主
義
と
自
由

新
し
い
書
籍
の
ご
案
内


